
人手不足・コスト削減・品質向上にお悩みの中小企業の皆様へ

人材不足の時代こそ、

生産性向上の「プロ」が現場に寄り添い、

中小企業の「ムリ・ムダ・ムラ」を見直し、
利益を生む体質づくりを支援します。

生産性向上の
「プロ」が支援

専門家が複数回・現場訪問し、
課題の発見から改善・定着まで
最後まで寄り添います。

無料・複数回の
現場訪問

相談に行く時間がない方も安心
サポーターが無料で、現場に
伺います。

よろず支援拠点と
（ワンストップ窓口）

協力して支援

様々な課題に専門家が
連携して解決します！

ご 相 談

無 料

複数回の
現場訪問

★まずはお気軽にご相談ください。

福岡県よろず支援拠点 生産性向上支援センター
福岡市博多区吉塚本町9-15
福岡県中小企業振興センタービル 5階
（福岡県中小企業“稼ぐ力”応援センター内）

電話：092-622-5930
E-mail：contact.seisansei@yorozu-fukuoka.go.jp
https://seisansei.yorozu-fukuoka.go.jp/

中小企業の
悩み解決します！

残業が減らず、人が定着しない
非効率な業務を改善したい
設備やシステムを導入したい
原材料費が高騰して利益率が低下

1 2

3

生産性向上支援センターは、中小企業等の皆様に寄り添い、

「今の現場に合った」次の一歩を一緒に考えます。

その悩み解決します！

ひとりで悩んでいませんか？



■ 支援の流れ

ご相談 お申込み 企業診断 支援計画 生産性向上 完 了

STEP 1                     STEP 2                     STEP 3                     STEP 4                     STEP 5           STEP 6

電話またはWeb
  よりご相談

申込書・誓約書を
 提出

課題を明確化し診
 断レポートを作成

完了報告書
アンケート
提出

伴走支援のもと
計画を実行
複数回現場訪問

現場を訪問し、
一緒に考え計画

■ 具体的な支援の例

・コスト原単位に基づいた改革
・工程短縮・共通化、在庫低減
・レイアウト・物流・動線改革

生産性向上の基礎となる作業環境の整備・改善、職場の意識

改革、工程改善からデジタル化まで段階的に支援します。

課題のありか 目的 方法・支援内容

自動化・IOT ・画期的な省人化・省力化
・広報・加工技術の開発改良
・リアルタイム管理

・AI/ロボット/センサー/カメラなどメカト
ロ技術を
活用、システムインテグレーション

・情報ネットワーク技術によりリアルタイム
化とア
クション

スタッフ
業務改革

・受発注
・生産管理
・設計開発

・アナログな作業をデジタル化DX）、一気
通貫・
一括処理

・POS、RPA、クラウドなどITの活用
・CAD/CAMなどデジタルエンジニアリング
技術の
活用

プロセス改革 ・コスト原単位に基づいた改革
・工程短縮・共通化、在庫低減
・レイアウト・物流・動線改革

・ヒト・モノ・情報の流れを把握&分析、減
らす/止
める/共通化

・作業手順・工数・在庫量・仕掛かりタイミ
ングを
明らかにしシンプル・スリム・スピー

ディ・フレ
キシブルに

改善現場づく
り

・作業員の声をもとに自発的に
改善の進む職場文化・風土

・ムリ/ムダ/ムラ、やりにくい作業、守りに
くい
ルールの改善

・全員参加・現地現物・チームワーク・改善
マイン
ドの醸成

作業環境の整
備

・安全・安心・健康な作業環境
・正常・以上がすぐわかる
・ムリ・ムダ・ムラを目立たせる

・5S（3S
不要物は整理

・災害・疾病リスクアセスメントで、より良
い
作業環境作り

作業環境の
整備・改善

プロセス改革

間接業務改革

自動化・IoT

改善職場づくり

・安全・安心・健康な作業環境
・正常・異常がすぐわかる
・ムリ・ムダ・ムラを目立たせる

・作業員の声をもとに自発的に改善の
   進む職場文化・風土

STEP1

・コスト原単位に基づいた改革
・工程短縮・共通化、在庫低減
・レイアウト・物流・動線改革

・画期的な省人化・省力化
・工法・加工技術の開発改良
・リアルタイム管理

・受発注・生産管理・設計開発・
事務・技術・計画業務効率化と
リードタイム短縮

STEP3

STEP4

STEP2

STEP5

申込書 計画書 報告書

生産性向上「プロ」が現場を訪問し、伴走支援！

風土・基盤

先進・高度

ムリ・ムダ・ムラ
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